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１．はじめに 

　文部科学省が平成24年に発行した「言語活動の充実に関する指導事例集【中学校版】」第1章（3）には、次のように記されて

いる。「平成20年答申では、言語は知的活動（論理や思考）の基盤であるとともに、コミュニケーションや感性・情緒の基盤でも

あり、豊かな心を育む上でも、言語に関する能力を高めることが重要である。」 

　さらに、言語教科である国語科については、「論理的に思考し表現する能力」「互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力を

育成すること」が重要であり、そのために、「話す・聞く・書く・読むに関する基本的な国語力を定着させること」「発達の段階に

応じて記録、要約、説明、論述といった言語活動を行う能力」を培う必要があると述べられている。加えて、「各教科等において

は、国語科で培った能力を基盤とし、それぞれの教科等の目標を実現する手段として、知的活動（論理や思考）やコミュニケー

ション、感性・情緒の基盤といった言語の役割を踏まえて、言語活動を充実させる必要がある」とも記されている。 

 

　以上の内容は、今から10年以上前に示されたものである。生徒の学習環境や学習スタイルは当時と比べて大きく変容してお

り、現在ではBYODなどが進んでいるが、人が物事を考え、表現する際に「言語」が関わる点は今も昔も変わらない。 

　また、2000年から総合的な学習の時間が導入され、当時から教科横断的な授業が求められていた。理科という教科の特性

上、これまで数学科や家庭科などとのコラボレーション教材を考えた経験もあるが、教科横断のベースは言語に基づいた学習

であり、言語教科である「国語科」や「外国語科」との連携こそが重要ではないかと考えている。 

　今回は、理科の考察をはじめとする文章記述を行う際、国語科の教員からアドバイスを受け、その視点でアプローチした。 

 

 

２．研究テーマと６Cs 

 

　今年度の本校の研究テーマは「新しい学習プログラムに適した多様な学習評価の実践研究」である。また、上図に示したも

のは、本校の専門的成長主任が提示した「ディープラーニングのための6つのグローバル・コンピテンシーの定義」であり、本

校では通称「6Cs」と呼ばれている。これら6Csを踏まえ、本校の研究テーマにアプローチすると、私の実践においては主に「

Communication（意思疎通）」と「Critical Thinking（批判的思考）」が関連していると考える。 

　意思疎通において、言語化は切っても切り離せない関係であり、適切な意思伝達には論理的な言語力が不可欠である。ま

た、批判的思考には、まず自分の考えを適切に言語化・可視化することが必要であり、それによって浮き彫りになる問題点や

関係性のつながりを見出すことが、新たな問題の解決に繋がるだろう。この観点からも、思考を表現するための言語化の力

は、中高生の段階で鍛えるべき重要なスキルであると考えている。 



 

 

３．実践 

＜実験教材の例＞ 

　中学3年生の化学領域では、「化学変化とイオン」について学ぶ。その中で、電解質溶液の電気分解についても取り扱う。授

業では、塩化ナトリウム水溶液の電気分解と、塩化ナトリウムの融解塩電解の2つの場合における、陰極で発生する物質の違

いを考察させる場面を設定し、言語化のプロセスを実践した。 

　以下に、実験の考察を文章として記述する際の、国語科からのアドバイスを示す。 

・基本は「3部構成の分析文」である。 
・はじめに「前提・基礎項目」を述べる。 
　＊テーマ・扱う対象の基礎情報・基礎知識を述べる。 
　＊テーマに関する一般的な情報を書く。 
　＊行った実験の概要や目的を簡潔に述べる。 
・次に「実験の実験結果・抽出データ」を述べる。 
　＊具体的なデータや実験の結果を客観的データ（数値・視覚的変化など）で示す。​​ 
・最後に「考察・まとめ」を述べる。 
　＊実験結果から考えられることをまとめる。 
　＊根拠を示す。比較して言えることをまとめる。一般化する。etc…​ 

　 

　これらを踏まえて、実際の授業実践を以下のように落とし込んだ。 

 

 



 

 

＊生徒の解答例はこちらをクリック 

 

　実際に生徒の解答を見ると、明らかに記述量が増えている。単純に記述量が増えることが＝良い解答とは限らないが、生徒

は実験考察を記載する際に、自分が理解している前提条件を省略し、結論のみを口語的に記述する傾向があり、その結果と

して説明不足が生じている。 

　今回のアプローチでは、前提条件や実験における共通認識を記述する重要性を示すことで、より論理的な文章とは何かを考

察することができたと考える。 

 

＜まとめの活動の例＞ 

　私は、単元の学習を始める際にEssential Question（学習の本質的な問い）を生徒に提示している。その問いを単元学習の

始めと終わりに記載させることで、自分の学習がどれだけ身につき、活かせる知識となったかを可視化できると考えている。 

　今回、中学3年生の化学領域におけるEssential Questionは、「化学変化やイオンが私たちの日常生活や産業、環境に与え

る影響を知ることは、私たちの生活にどのように役立っているだろうか」とした。 

　 

単元はじめの生徒の解答はこちらをクリック 

単元おわりの生徒の解答はこちらをクリック 

　 

https://drive.google.com/drive/folders/15mEM2HaNvhXCsFd2nw-4ASxDFvFSY5ML?usp=sharing
https://drive.google.com/drive/folders/1JTIF9ihybECHvyed-zIVfKhev4urjOYx?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1myNTsHgXHLr3Gb9ROrKYgE7lJAaQ8Azo/view?usp=sharing


　単元の最初の授業で生徒に記述させた際は、当然ながら知識が伴っておらず、内容が薄い記述にとどまっていた。単元のま

とめの記述においては、国語科の視点を参考に、生徒には以下の点に着目させて記述させた。 

・文章の展開が十分されている。 

・文章が適切に組み立てられており、読み手は十分に展開を追うことができる​。 

・話題にそった考えを述べている。 

・授業内容をふまえたことが明快かつ具体的に示されている。 

・説明が十分されている​​。 

・一番初めに回答したことを見直し、学期を通じた学びよりその内容を深めることができている。 

 

　その結果、多くの生徒が、文章量だけでなく、序論→学習内容を踏まえた具体的な例示→まとめという展開を経て、しっかり

と記述できていた。 

 

 

４．最後に〜BreakoutSessionにむけて〜 

　今回、授業実践例とまとめの活動に関する具体的な指導例を提示したが、この活動において不足している点や、追加修正す

べき点について、また、他の先生方の実践や考えをBreakout Sessionでぜひ交流したい。 
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